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うは値段が安くなるだろう。   
　もちろん中国や東南アジアでもある程度までできる
のです。
　しかし、コストなどを別に、世界の中でどんなもの
でもできる国は日本とアメリカしかないのです。ドイ
ツといえども、ある特殊なものができないのです。日
本の製造技術は非常に高いですが、最近はむしろ全然
仕事がないものですから、新しい機械を入れられない。
新しい機械が入れられなければ、新しい技能が生まれ
ない。これは非常に大きな問題です。
　確かに辞めようかという話が相当出ています。そう
いう面からみると、非常に危ないなという感じがしま
す。
　金型産業はたくさんの高度の技能を育成して、多く
の技術を蓄積してきました。しかも数人程度から千人
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程度の専業の会社があるということを認識していただ
ければと思って、金型について述べさせていただきま
した。
司会
 ありがとうございました。それではパネルディスカッ
ションに入ります。
　基調報告の中で金型産業の現状からしてやはり北関
東との連携強化が必要だし可能であるということが指
摘されましたが、最初に関越クラスター、つまり新潟
県内の金型企業と北関東の金型企業との連携強化の重
要性と実現性についてご意見を述べていただきたいと
思います。河合企画監からお願いいたします。
河合正樹企画監
　私は金型について賀井社長をはじめ皆様方ほど詳し
くありませんので、ちょっと視点を変えて、今ツェ
リッシェフさんがおっしゃった北関東ないしは関東と
の連携について問題提起をさせていただきたいと思い
ます。
　新潟県庁では３年ほど前から私がリーダーとなりま
して、通称「杜若」と呼んでいるチームがあります。
杜若というのは愛知県の花です。
　４年ほど前から何とかトヨタないしはトヨタグルー
プを新潟県に引っ張ってこれないかということでチー
ムを作りました。その際にフォーメーションを組みま
して企業誘致、企業立地の担当だけではなくて、産業
振興の担当や港湾担当を設けて、県庁内の三つのセク
ターの担当、そして県庁に止まらず新潟市、長岡市
等々、市の方々も含めて月に１回か２ヵ月に１回情報
共有したり、トヨタの重役を新潟に連れてきたりして
やっていたことがありました。
　ちょうど今アメリカのトヨタの社長になった稲葉さ
んにも、トヨタの副社長の時に来てもらったことがあ
りましたし、デンソーの専務にも来てもらったのです
が、わかったことは愛知の人たちから見て、新潟とい
うのは多分、古いギャグで言うとアウトオブ眼中とい
うやつで考えたこともないというものです。中京の人
たちは日本海側というと金沢の向こうは行ったことが
ない人たちがほとんどで、こっちはかなりあれだなと
いうところがありました。
　それに対して例えば、同じトヨタグループでも日野
自動車というのは関東にあるので話をすると非常に親
近性をもっていただけました。それに止まらず、私た
ち県庁では自動車メーカーと県内中小企業との商談会
を過去何回か開かせていただいた時に、ホンダ自動車
とやらせていただいたこともありました。
　私の個人的な感覚も含めて申しあげると、関東を
ずっと北に上って、自動車であれば関越トンネルを抜
けて湯沢に入って新潟県に入るのは非常に交通が便利
です。北関東のどこかであれば、今日も吉澤さんに大
宮からお越しいただいていますけれども、大宮からで
あれば２時間足らずで来れるし、自動車で来た場合、
他の地域に比べると高速道路の起伏がほとんどないし
カーブもなくて、非常に便利です。
　ただ、そういうことをわれわれ新潟の人は今まで
言ってこなかったか、あるいは先程宮脇先生のアン
ケートでも浮き彫りになっているように、あまり意識
してこなかったところもあったかもしれません。
　たとえば、北関東というエリアで言うと、昨日は篠
田新潟市長がさいたま市役所と埼玉県庁を訪問して新
潟港の活用を呼びかけたところ、ぜひやりましょうと
いうような話になったそうです。特に群馬とか栃木あ
たりから見たら、交通渋滞の中、横浜の大黒ふ頭まで
行く時間を考えたら新潟港に来たほうが時間的には近
いということもあるかもしれません。
　港湾の価値が高まってくれば、関東の方々からの新
潟の注目度も高まってくると思いますので、今日、こ
ういうセッションを新潟経営大学が開かれたことを
きっかけに、ぜひともそういったアピールをしたかっ
た次第です。
司会
　ありがとうございました。塩浦部長、いかがでしょ
うか。
塩浦時宗部長
　いわゆるクラスター連携について述べさせていただ
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きます。
　我々地場産業センターの職員は企業PRに関東方面、
埼玉とか群馬などに時々行くのです。２-３週間前に
埼玉の金型を使った自動車の部品が製造されていると
ころを２日間で５社ぐらい回りました。たまたまいい
ところにしか行かないせいもあるかもしれませんが、
かなり仕事が戻ってきている感じでした。
　金型だけでクラスターができるかどうかがよくわか
らないのですが、その金型を使った部品加工を含める
と、何とかできそうな気がするのですね。
　というのは、企業を回りますと新潟を知っている企
業は何かの形で新潟と組みたいという話が出るからで
す。大きな意味のクラスターではないですが、企業間
の一定の新型連携が求められています。今まではメー
カーがいて、そこに部品を供給するという流れ、いわ
ゆる垂直型が主であった。
　今日もいろんなお話の中でありましたけど、金型と
いうのはツール、道具であり、欲しいのはそこから生
まれてくる部品なわけです。だからできてくるものの
品質がよければ金型はできるだけ安いほうがいいで
す。
　日本の自動車は、今いろんなトラブルがあるにして
も、世界を制覇した原因の一つは、組み込まれる部品
の中で粉末冶金、金属の粉から作る部品の量はある時
期から急激に増えたことにあります。粉末冶金で部品
を作ると、１回のロットで数十万個ができてしまうわ
けですね。当然、部品のコストが下がる。
　金型は、超硬という硬い材料を使いました。いわゆ
るレアメタルですね。ですから非常に加工性が悪いし
材料も高い。だから使う側はできれば一般的な鋼でや
りたい。そうすれば量が少なくなっても超硬よりは
ずっと加工性がいいし、納期も短くて済むわけです。
ただしそうはいっても、超硬と一般のスティールでは
全然寿命や硬さが違いますから、その超硬ほどとは言
いませんけど、ある程度高寿命化をするという研究開
発を埼玉の企業と燕・三条地区の企業が共同でやって、
それぞれの持っている技術をうまく融合すれば、金型
生産が韓国とか中国にシフトしているといっても、い
わば見えない技術で日本の国内で生産できる可能性が
十分あるのではないかと思っています。
司会
　ありがとうございました。
　クラスターという概念はもともと関連する産業の集
積という視点が大事ですね。だから金型だけではなく
て関連産業も視野に入れることは欠かせないと思いま
す。
　つぎに獄岡所長にお願いします。
獄岡悦雄所長
　私は県で様々な技術の支援を担っている立場でござ
います。 多少誤解があるかもしれませんが、金型屋さ
んは頭が良くなくちゃいけないと同時に頭が悪くなく
ちゃいけないと思います。
　金型技術というのは、先程賀井社長からもお話があ
りましたが、まさに生産技術の中では先端をいくもの
だと思います。どこでも本当に最新鋭の機械を持って
いる。最新鋭の情報処理を行ってものづくりをしてい
く。ですから工作機械にしても、CAD・CAMのプロ
グラムにしても金型企業が牽引をしてきたという要素
は大きいと思っています。
　ところがそんなに知恵を要求する業界なのに、一品
を作るために本当に信じられないほどの汗をかいてい
るわけです。たぶん、そういう意味からすると、頭が
悪くなかったらやっていけないだろうなと思う時があ
ります。
　この前もある金型屋さんへ行きましたら、本当にこ
の新潟で先端的な部品を作っている、動き始めている
ことで感動しました。
　一方、本当に試行錯誤の繰り返しで、社員の方々が
知恵を出しに出して、出来上がってしまう。すると、
その相手方の企業さん、若手の社長は「図面いいでしょ
う」と言うのです。そして社長は断れない。どこか悲
しさがありますけれども、金型屋さんはやっぱりそれ
でいくらかと考えたらなかなかきついでしょうけれど
も、自分でしかできないことになります。そこで汗を
かく、他の人ができないことをやり遂げるということ
に大変大きな喜びを覚えていらっしゃるのだろうと思
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います。
　栃木にあるホンダエンジニアリングの方といろいろ
お付き合いをしているのですが、その方が一言つぶや
いたことを今でもよく覚えております。ホンダは今、
栃木にだいぶ工場を集約したわけですけれども、お互
いに不幸な状態に陥っている、と。何ですかと言った
ら、栃木に進出して周りに企業集積がないというので
す。ホンダが要求するレベルは高いよ、と。だけど、
地元の企業さんがそれになかなか応えてくれない。だ
から要求を出してそれが満たされないホンダの不幸、
それから非常に高い要求を出されて達成できない金型
屋さんの不幸で、お互いに不幸だと言っていました。
　そういう意味からすると、新潟の企業集積は大変に
うらやましいということになるのです。
　ですから北関東を通じた連携が本当にあるべきだ
し、あってほしいと私が思うのですけれども、それに
は乗り越えなくてはいけないいくつかの課題がありま
す。知恵を出し合いながら乗り越えていく必要がある
と思うのです。
司会
　ありがとうございました。次に賀井社長にも同じこ
とをお伺いしたいですが、特に提案型の金型産業の重
要性という視点から触れていただければと思います。
賀井治久社長 
　最近、いったん金型を作ると下手すると100個か200
個くらい試作品を作らせて、メーカーで作るものは何
か問題が起きるといけないというので20個作れ、30
個作れ、５個作れというようなことを金型屋に求め
る。しかも値段を安くしてくれといっている。例えば、
１万個作るのと500個作るのとでは、大メーカーが要
求すると絶対に同じ値段になるのです。けれども、我々
が目的をわかって作るとかなり安くできるのです。そ
ういう意味合いで、何か最終の目標をはっきりする
といいわけです。 このクラスターに多数のいろんな企
業が入ってきて、もしかしてネットワークを組んだ場
合、どんなものでもできますよということが相手に言
える。新しい仕事でも、それだったらうちでもできる
よと手を挙げることができます。
　あと、我々にとって一番問題なのは、仕事はきたけ
れども金がもらえるかどうかわからないことです。特
に外国の仕事はそうであり、回収が非常に困難です。
これを官でやってくれればありがたいですね。
　海外とのつながりは期待をしたいですけれども、い
ろいろな障害があります。消費者、大学、企業、現地
ブローカー、国、県という関係者を情報ネットワーク
でうまくつないで、安心して妥当な額で仕事が平準化
できれば一番ありがたいです。
司会
　ありがとうございました。次はコメントです。吉澤
部長、お願いします。
吉澤雅隆部長
　冒頭にも少し話をさせていただきましたが、まずこ
のクラスターの話について言うと、ここにいらっしゃ
る方それぞれがいろんな危機意識をもってこられてい
るのではないかと思います。企業の方もそうですし、
大学の先生方もそうですし、当然我々もそうです。行
政側にいる人、国も県庁も含めて、いろんな危機意識
があると思います。いかにそういう危機意識を共有し
ながら取り組んでいくことができるか。これは非常に
大事なことではないかと思います。
　冒頭で話をしましたとおり、従来の縦社会と垂直型
の統合の中でトヨタであり日産であり、そういうとこ
ろからの発注に、ティア１、ティア２というところか
らの仕事に応えていれば回った時代は多分もうこない
と思います。
　こない中で自分の会社がどのようにして生き残って
いくのか。また自分の住んでいる町であり、県であり、
それから日本という国がどのように生きていかなけれ
ばいけないのかということを考えて動いていかなけれ
ばならない時代に入ってきています。
　そういう意味で、クラスターというのも一つのツー
ルと考えるべきだと思います。クラスターを作ること
自体は目的ではありません。その中で、シリコンバ
レー型のクラスターもあれば、違う形のいろんなクラ
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スターもあります。連携という面では、日本は昔から
異業種連携や異分野連携など、いろんな呼び名の連携
がありました。特に、中小企業の方が仲間うちで連携
をして何かに取り組むといったことがあったのではな
いかと思います。
　自分の弱いところというよりも、強いところをどう
組み合わせながらいろんな競争に勝っていくのか。そ
ういう意味で言いますと、経済活動が県境で途切れる
わけではありませんので、県をまたいだようなところ
で経済活動が行われて、それに対して行政のほうが支
援をするというのが当たり前のことでありましょう。
　経済産業省で平成13年から産業クラスター計画とい
うのをやってまいりました。その中で特にものづくり
系で言いますと、六つのクラスターを進めてきたので
すが、今回、事業仕分けの中で、こういうクラスター
は国がやるべきではないのではないかと、そもそも地
域が担うべきものではないかという指摘がありまし
た。それはある意味で当たり前のことだと思います。
　各地域が自分たちの産業をどう成長させていくの
か。そう考えて取り組んでいくことは当然だと思いま
す。ただ一方では、県を越えるようなことは県庁で考
えられないということを言うつもりはないのですが、
現実から考えると隣の県のやっていることはわからな
いとか、企業としてはボーダーレスで動いているので
すが、なかなか県の施策が県域のところで閉じてし
まっているのも確かであったかと思います。
　私どもは23年度からクラスター政策の方針を大きく
変えます。国が計画を作って実行してきた、これまで
のクラスターというのをやめて、各自治体が自主的に
取組むクラスター活動に対して支援をするという方針
に転換をしております。
　今、公募をしているところなのですが、全国的に聞
いてみると今21の事業が検討されており、三ヶ月間程
度で県をまたいだような提案が出てくる予定になって
います。
　関東で言うと、一つは多摩地域です。これは東京を
中心として埼玉の西部と相模原を中心とした神奈川県
の一部、そこの１都２県が連携をしたものです。長野
と山梨も連携をしました。それから浜松市と長野の南
の飯田市を中心としたところと愛知県の豊橋市です。
これは関東局と中部局にまたがるところなのですが、
連携をしてくる。もうひとつは神奈川県と千葉県のバ
イオの機関が連携したクラスターです。この四つが多
分、このタイミングで出てくるかと思います。
　来年度に向けて検討が進んでいるところもありま
す。一つは北関東です。群馬、茨城、栃木、この３県
が今連携をしながらプランを考えて、23年度中には計
画を作りたいという動きがございます。また千葉県と
茨城県の筑波を中心とした地域で連携をしていく動き
がございます。これらを、少し時間をかけて検討して
いきたいという話があります。
　新潟県にもいろいろご相談させていただいていると
ころであります。こういったクラスターを考える上で
大事なことは、行政機関だけで何かをやろうと考えて
もまとまらないということですね。先程言ったように、
なかなか他の地域のことがわからないこともあるので
すが、むしろ産業界側の人から声をかけていただくこ
とが非常に大事だと思います。
　自分たちのビジネスが今どうなっているか、今後ど
のようなものになっていくのかということが見込まれ
ているのでしょうか。そうであれば、行政機関同士も
ぜひ手をつないでくれよという動きを起こしていくの
も非常に大事なことではないでしょうか。さらに大学
の中でも連携をしていくことは大事かと思います。
　例えば、新潟大学と山梨大学を中心とした連合群が
ありますし、北越地域で大学同士が連携した取組もあ
ります。またフォーユーという取組があるのです。群
馬大学と宇都宮大学と茨城大学と埼玉大学の4校が連
携しながら北関東の地域での産学連携を進めていこう
という取り組みです。
　そういった中で、燕や三条も含めて、新潟の産業が
どのような活動をしていくとこの地域を本当の意味で
振興させていくことができるのかということが問われ
ています。それは新潟のためだけではなくて、北関東
の地域も含めてそれぞれにとってどういうメリットが
あるのかということを共有できます。我々はよく「志
を共有する」という言い方をさせていただいているの
ですが、そういう志を共有できることが大事だという
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ことと、県庁でやろうよと旗を振るだけではなくて、
地域で経済活動を営んでいる、生活している皆さん自
身がやっていかなければいかないと思っていただくこ
とが大事かと思います。
　先程申しました、ある意味で先進的に進んでいる地
域にはそういう企業の代表者の方がいらっしゃいま
す。例えば、多摩の地域で言うと、トーセイウエスト
の社長とかリオリネックスの社長とかスターレンクス
の社長とか、固有名詞で出てきます。そういう人たち
がこういうクラスター活動を支えていらっしゃいま
す。私もそういう社長のことを旦那衆と敬意を込めて
呼ばせていただいておりますけれども、やっぱりそう
いう旦那衆が地域を何とかしていかなければならな
い。
　北関東自動車道も、もうちょっとかかりますけれど
も、つながっていきます。そうしますと、茨城港から
ずっと新潟まで続いていきますので、物流が大きく変
わってくることになります。もちろん新潟から出て
行ってロシア、韓国、中国に運んでいく。ロシアも鉄
道に多大な投資をしているところでありますから、そ
こから運び込んでロシア鉄道でヨーロッパにつないで
いく。また代表市のモスクワやサンクトペテルブルグ
に運んでいくこともあると思います。
　実際に、トヨタをはじめとした自動車会社もシベリ
ア鉄道で物を運ぶというのは具体的なプランに移して
いるところで、前社長の奥田さんもシベリア鉄道に
乗って自動車を運ぶ場合どういう課題があるのかとい
うのを自分で体感してくることまでやっているので
す。
　そういった意味で物流基地としての新潟の重要性
は、確実になっていくと思います。そうした将来が描
かれるようなインフラも含めて、どういう戦略を練っ
ていくかということを産学官や金融機関、そして新潟
のいろんな経済活動に携わる方々がそれぞれ考えてい
くことが求められると思います。
　最後に、一点だけ申し上げたいと思います。従来、
強い金型を含め日本の強みと考えられていたことが、
将来にわたって強みとして維持されるかどうかという
ことをもう一度しっかり考えていく必要があります。
それは特に人材に関連することです。
　これまで特に金型産業で熟練工と言われている方々
がどんどん定年を迎えていらっしゃるわけです。その
次の世代、30 ‒ 40代の世代がそういった熟練工さんが
もっていたような技を継承していけるのかということ
です。その先端技術をフォローしていけるのかという
話も含めて。
　日本は技術力が優れているといいますが、韓国も中
国もアメリカなどの大学にどんどん人を出して最先端
の研究をしています。従来、その人たちはそのまま向
こうでビジネスを行っていたのですが、現在、彼らを
どんどん戻しています。サムスンなども大量に留学生
を出して、今新規で採用するのはドクターしか採らな
いようなことまで言い出して、それで自分たちの中で
研究をさせています。ロシアの研究者に対してももの
すごいお金を払って優秀な研究者を引っ張ってくる。
あるいは韓国の優秀な研究者をロシアに送り込んでモ
スクワ大学で研究をさせる。そういったことを戦略的
に行っています。
　そういう意味で先端的な研究分野では日本が今後も
優位に動くかというと、そんな保障はない。さらに言
いますと、現場で働いている技能工の方にしてもそう
だと思うのです。いわゆる３Kと言われている職場を
危惧する人たちはたくさんいらっしゃいます。ゆとり
教育を経て大学に来られている学生さんがどういう状
況になっているのか、また高校や中学がどうなってい
るのか。そういうお子さんのいらっしゃる家庭、お父
さん方、お母さん方であればすごくわかるのではない
かと思います。私も娘が大学生で息子が高校２年生な
のですが、特に息子が公立中学校に行っていた時のそ
の教育現場の荒れた状況が大変なものでした。
　人材育成といったところを大学だけではなく初等・
中等教育も含めて社会全体として考えていかないと、
日本の競争力が大変なものになります。これを先生方
や文部科学省の問題だけだと捉えていると、決して日
本の競争力が維持されることはないと思います。
　教育の人づくりの分野でも地域を挙げて対応してい
ただく必要がありますし、クラスターを考える中では
そういったことも含めて取り組んでいくことが不可欠
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ではないかと思います。
司会
　ありがとうございました。
　それではパネリストとコメンテータの方々からいろ
んな意味深いご指摘があったかと思いますが、これに
対して基調報告者の蛯名教授から何かコメントがある
でしょうか。
蛯名保彦教授
　何人かのパネリストのご意見の中で共通した問題意
識が出てきたと思います。それは企業間のネットワー
ク化が進んでいるということです。その場合のネット
ワーク化というのは、単に国内の行政を超えるという
意味でのボーダーレス化ではなく、海外へ向けたネッ
トワーク化、あるいは海外進出という意味でのボー
ダーレス化も入っているわけですね。つまり国の内外
にわたるボーダーレス化、ネットワーク化が進みつつ
あるという認識だろうと思います。
　その場合のネットワーク化の要因をどう考えるのか
という点が大事だと思うのです。具体的にそのことを
ネットワーク論としてお出しになった吉澤さんにお尋
ねしたいと思います。どういう要因で企業間がネット
ワーク化していっているのか,それがクラスターとど
う関係してくるのかということです。
　クラスターとの関係をご指摘になったのは賀井さん
です。集積効果が大事だからネットワーク化が進むの
だということですが、それは従来の集積効果とは違う
のか、違わないのか。新しい意味での集積効果という
ことだろうと思うのですが、具体的にお教え願いたい
です。
　３番目は、先程金型というのは道具であって部品で
はないのだというご指摘が２-３人からございました
が、要素技術論の研究が非常に進んでおりまして、道
具というよりも金型技術を要素技術の中にどの程度の
重要性をもって位置づけられるべきかという視点をも
う少し明確にされないかなと考えているわけです。そ
の点について嶽岡さんからご指摘願いたいです。
司会
　では、いくつか質問が出ました。まず吉澤部長にお
願いします。
吉澤雅隆部長
　ネットワーク化の要因と従来との違いについて併せ
てお話をさせていただきたいと思います。いくつか事
例を出して。例えば、多摩地区の場合には、一つには
自然発生的な集積がありました。工場の集積が都心部
から、京浜地区の公害問題などを背景に、ここに移っ
ていたのです。
　そこで従来、垂直統合的な生産活動を行っていまし
たが、だんだん系列を超えた取引となって、そもそも
系列が壊れてきたわけです。そうした中で、自分の周
囲には、加工も最終製品の製造も含む多様なものづく
り力をもつ企業の集積ができた。それに都心から出て
いった大学が多く存在していたのです。こうしたなか
で新たな製品とサービス、つまり新たな事業が生まれ
てくるのではないでしょうか。
　これは平成11 - 12年ぐらいの話です。当時は、関東
通産局と言っていましたけれども、私たちの先輩方が
そういうことができるのではないかということをあの
地域の社長などの企業関係者と議論をしながら、そう
いったものを創り上げていったわけです。そういう意
味ではベースとしては自然発生的にあったのですが、
ビジネスのための連携が人為的につくられたもので
す。
　その中で多摩協会という仕組みをつくって、（今は
一般社団法人化しておりますけれども）、八王子市や
相模原市で地元の自治体がコミットしてくれて、これ
を動かしていきました。具体的には金を出したり、ス
ペースを提供したり、人を出したりする形でその活動
を担っていきました。それが今は自立的に動き出して
いるという経緯になっています。
　また、三遠南信地域は相当自然発生的です。昔から
いる人に聞いたので、伝聞調になってしまうのです。
話は徳川家康の時代に遡るそうです。
　一時期あの地域の駿府城に幽閉されて、その後あの
地域の殿様をやった方は江戸の老中に上がる慣行がで
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きたらしくて、皆さんがあそこの地域の殿様をやりた
がったそうなのです。あそこの殿様を務めて江戸へ上
がる。次の人が入ってきてまた江戸に上がる。殿様が
あそこに入ってくる時に関係者の方を連れてくる。関
係者の方というのは刀鍛冶さんや商業の人も含めて連
れてくることがあって、自然発生的にあそこにいろん
な地域の人やいろんな産業の人が集まってくる。そこ
の中で異分野連携というのが生まれてきました。
　「やらまいか」というあの地域の方言があるのです
が「何か新しいことをやっていこうよ」という雰囲気
が出てきたのがあそこの地域のパワーの源泉になった
わけです。それはある意味で自然発生的なのですが、
あそこからホンダとかヤマハのような、あの地域発の
立派な世界的な企業が生まれてきたのです。
　そういう意味で言うと、従来と何が違うかというの
は難しいところです。縦系列ではなくて、その地域の
横の連携をうまくとりながら新しいビジネスを生んで
いこうよという、ある意味で自然発生的に出てきた浜
松と結構人為的に取り組んできた多摩地域との違いが
ありますが、ともかくそれを支えているのは意識のあ
る人たちです。
司会
　ありがとうございました。つぎに賀井社長にお願い
します。
賀井治久社長
　先程吉澤さんから金型の日本の優位性はどうなるか
わからないという話がありました。確かに仕事がない
と絶対にどんどんおかしくなります。一方、いろんな
仕事をどんどんどこかで出してくれれば、ずっと日本
が優位性を維持できるかもしれません。今上ですから、
それを少しずつ上げていけば差は常にあるということ
になると思うのです。
　そういうことで仕事さえあればというのですが、ど
うも最近の情勢を見てみると大きなところがおかしく
なっていますね。何百億円の仕事ができますよという
ようなところのほうがむしろおかしくなってきていま
す。簡単に言えば、それだけの仕事を集めることがで
きないからです。これらと対照的にむしろ20 - 30人で
非常に得意な技術をもっているところが忙しい。金型
プラス品物とかある部品を作っているところに仕事が
あるしこれからも伸びていくだろうと思います。
　そういう意味合いでネットワーク化の面白さという
のは、今まで大企業でしかできなかったがどうやら中
小企業でもできるようなものがどんどん出てくるとい
うことにあります。技術力や企画力さえあれば。例え
ば電気自動車みたいなものはあまり投資がかからない
でできるのです。そうなると新しい発想の新しい車、
車と表現したほうがいいかどうかわかりませんけれど
も、とにかく新しい移動手段として何かできるのでは
ないだろうかということになります。
　というように多分、今後は何かニーズを満たすため
に、一つのプロジェクトで何かを作って、そこで得意
なものがわっと集まって、こうしようああしようとい
うところが出てくるわけですね。
　今まで大企業は、ここは得意なところだからこの仕
事をここに出そう、これはできさえすれば安いところ
にやってもらおうというふうに仕事を振り分けたわけ
ですが、我々はもっと中をよく知った上で、何か物を
作ろうとしたら、それができうるものなら、セミ足み
たいなものでもいいのですけれども、まずそういうも
の情報を共有化しようと。そういうものを知ってから、
誰かがもちろんイニシアチブをとらなくてはいけない
のですけれども。
　もちろんそのためには意思疎通というか、ピンと
言ったらわかったというような、何も説明しなくても
できるような、何かそういう共同体を創り上げること
は不可欠ですね。
　一番の問題はどうやって売るかなのですよ。売れる
ものができるか。逆に言えば、この値段なら皆さんが
これだけ買いますねといって原価計算をして作るとい
う発想もいいのではないかと思うのですよね。
司会
　ありがとうございました。嶽岡所長、お願いします。
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嶽岡悦雄所長
　金型の要素技術の件ですが、具体例を三つ挙げさせ
てもらいます。まず金型には、削る、磨く、そしてシ
ミュレーションするという様々な要素技術があるわけ
です。金型を削る技術はごくごく一般的になってまい
りました。他方、金型とは別の世界ですが、ジェット
エンジンの部品の中でもっと難しい耐熱合金を使うも
のがあります。要するに圧縮した空気で、燃焼機で燃
料を燃焼させてタービンを回すという、1700度にもな
ろうかという部品でありますけれども、金型技術を
使って耐熱合金を削ってみると極めてよく削れるので
す。それは今新たなビジネスにしようということで動
いていますけれども、金型を削っているところと航空
機エンジンを作っているところとは全く別の世界です
が、そういうものが一つ新しい要素技術として芽を出
してきているところが大変面白いと思っています。
　２番目は磨き。今よくナノという言葉が使われます
が、まさに今皆さんが一生懸命に研究しています。我々
もナノを加工できる機械をもっているのです。１億
5000万円のものです。それで加工できるのですが、ご
くごく狭い範囲しか加工されません。１ミリ四方とか
２ミリ四方とかしかできないのです。でも金型屋さん
へ行きますと１億5000万円の機械がないのですが、ず
いぶんと広い面積をちゃんとナノのオーダーで加工で
きているのです。これは今、大きな話題になっていま
す光学部品などに使われるのですけれども、こういう
のも金型屋に行きますと、「いや、うちできるよ」と
簡単におっしゃるけれども、これは本当にすごい技術
です。いろんな提案が考えられると思います。
　そして３番目はシミュレーションです。これもすご
く進化してきて、流体、流れる水とか空気はおやりに
なっているところはたくさんある。新潟では粉体を粒
の流れまでシミュレーションできるところがあるので
す。これも金型技術としてあるのです。私はごく大手
の技術者が目を見張った現場におりました。びっくり
していました。「こんなことができるのですか？！」と
言っていました。
　というわけで金型を支えている要素技術は少なくと
も新潟県には大変高いものがある。ですからクラス
ターを考える上では、確かに金型というところに焦点
を当てる。もしかしてそういう要素技術に目を移し変
えますと、もっと大きなクラスターができ、そして北
関東と新潟を含んだ大きな産業圏が形成していくので
はないかと期待をするところであります。
司会
　ありがとうございました。宮脇教授、何かコメント
がありますか。
宮脇敏哉教授
　まず関越金型クラスターについて実際ヒアリングし
てみて一番感じたことは、北関東から見た場合に壁が
あるということです。そんなことをはっきりいわれま
した。壁って何でしょうかと言ったら、「山があるで
しょう」と言われて、「トンネルはありますけど」と言っ
ても笑ってくれなくて、「だから完全に心の壁ができ
ているのだ」と。こちらから片思いで好きだよ、好き
だよと言っても、相手が振り向いていただけなければ
困るわけで、その場合は視点を変えていく必要がある
かと思います。
　なぜかというと、燕・三条はグローバル化している
からです。視点はどちらにありますかといったら、ド
イツとかアメリカと言われたことがあるのですが、な
ぜ大阪とか東京ではないですかと言ったら、近いから
というふうに答えていただいた経営者がいます。
　ということでできれば関越金型クラスターで連携す
るのが一番いいのですが、できないものはできない
と。その時は視点を変えていく必要があるということ
です。
　そして最後に、本学は経営大学でございますので、
経営のことを一言、言わせていただきたいのです。先
程からイノベーションという言葉が出ておりますが、
その意味は必ずしも完全に変えてしまうということで
はないのです。一つの製品の中の１個変えるだけでも
イノベーションが起こっていきますので、あまり深く
考えずに改善していく必要があるということは第一点
です。
　二点目は100％頑張らないということです。そうい
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うことを言うとなんだということになりますが、私も
部活などを指導するとき、80％を100％頑張ってくだ
さいというのです。なぜかというと余力がないと倒れ
たまま立ち上がってこなくなるわけですね。これは個
人も会社も一緒で、最後まで頑張ると倒産してしまっ
た場合、二度と立ち上がれません。余力を残していれ
ば再起する道が開けるわけですね。ということで最後
まで頑張ってはいけないわけですね。
　そして三番目は、契約を結ぼうとする企業の経営者
がよくやっていると思われるのですが、契約して失敗
することもあるという点です。私にはこういう経験が
あります。契約する時に相手の目が非常に充血してい
ると、ちょっと普通じゃない、尋常じゃないぞという
ことで、これは経営学書のどこかに載っていたことも
思い出して、結局、契約しませんでした。そのうちす
ぐにその会社は倒産してしまったのです。
　引っかかってしまった違う例なのですが、契約をす
る時に相手の経営者が散髪をしてきたのです。ちょっ
と変だなと思ったのですが契約いたしました。しかし、
１週間ちょっとあとだったのですが、相手が破産宣告
をされまして、非常に痛い目に遭いました。でもその
時はあまり腹も立たなかったです。自分が悪かったと
いうことでいい勉強になったなと思いました。
　まだしゃべりたいことがいろいろあるのですが、ま
た懇親会の時に話したいと思っております。
司会
　ありがとうございました。その面白くて有意義な議
論を続けていきたいですが、時間がやってまいりまし
た。まとめることはすごく難しいと思いますが、つぎ
の５点を述べさせていただきたいと思います。
１ ．新潟県を含め、日本の金型産業の状況は厳しいけ
れども、その産業を維持することが非常に大事であ
るということが強調されました。特に何でもできる
産業として、他のアジア諸国にない設計力、開発
力、カスタマー製品を作る能力を活かす必要があり
ます。
２ ．競争が激化している中で、産業の再編成が進んで
います。垂直型企業間関係から水平型企業間関係へ
の移行が見られている。そして、イノベーションが
産業の行方を決める。こうした中で、やはり情報ネッ
トワーク化と広域連携の話が出てきます。つまり競
争が激化する結果、産業が再編成され、水平的連携
が拡大してくる。その水平的連携がうまくいくのに
広い意味でのイノベーションが欠かせない。そのイ
ノベーションを進めるためには情報ネットワーク化
と広域化が大事であるということですね。
３ ．その際、近距離や交通の便等々を背景に、北関東
は県内企業の自然な連携先として出てきます。しか
もある程度「関越取引関係」の実績もすでにあるの
です。
４ ．それで具体的に誰がそのクラスターの形成を促す
べきかという非常に重要な問題提起がございまし
た。確かに国がトップダウンでクラスターを作れる
時代があったとしても、これはもう過去のことです。
現在は企業をはじめ地域自身がイニシアチブをとる
べきであると。しかも教育機関が積極的な役割を果
たすべきであるというご指摘は重要だったと思いま
す。そして、クラスターづくりを促すコーディネー
ターという存在が欠かせないということも焦点だと
いえましょう。
５ ．その四点目は人材育成の課題と絡み合っていま
す。今後、クラスター形成の研究を人材問題の研究
とのセットでやる必要がある気がいたします。
　これでパネルディスカッションを終了せていただき
たいと思います。パネリストの先生方に感謝の意を表
明させていただきます。
　この研究プロジェクトをこれからも続けていきま
す。われわれとしては、その研究を充実させ、地域活
性化に貢献できる提言をまとめるために全力を尽くし
ていきます。。
　ご来場の皆様に、我々のシンポジウムにご参加いた
だきましたことに対し厚く御礼申し上げます。
ありがとうございました。 
　これで地域活性化シンポジウム2009/2010を終わら
せていただきます。
